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活 動 報 告     :
後半(10月下旬～1月 )は前半よりも多くの報 三

告書を提供していただきました。         i
異常なしの他に                :
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彦気持ちのよいあいさつができていた  :
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横断歩道で自転車を押して渡つていない
 1,.

言関漱:乙津川付近、渋滞中の車の間を横断していた

o 朝の車の多い中通学していることがわかった
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